











































































































































































座」とを南北に結ぶ‘Rue de la République’の中ほどのところに，壮麗な「商品引取所」（Palais 





その基底において，‘Printers from the Rhineland’と，Salvati, Bonvisi, Guadagni, Caponi, Medicis 
および Martelli などの‘Italian Bankers’の活動の《結合》によって支えられていた事実を，確実
にものがたっているのである。
＊＊＊






















ュに戻り，みずからの最初の活字印刷本，Recuyell of the Histories of Troy 出版の準備を，ほぼ完了













上院の『執行官』（the Gentlemen Usher）および下院の『下士官』（the Sergeant）の軍事力・警
察力にバックアップされながら，自分たちの既得権益を守るために，最初期のジャーナリズム統制
を展開している姿を，如実に知るのである。しかも，この組織の本部は“Haberdashers’ Hall”（「小
間 物 商 組 合 会 館 」） に 置 か れ て い た。Oxford Advanced Learner’s Dictionary に よ れ ば，


















　私の手許にある Dictionnaire Anglais―HACHETTE & Oxford―（Oxford University Press, 
2003）によれば，Mercerie とは‘haberdacher’s shop’のことであり，Marchand は，まさしく，
‘trader’，‘dealer’であり，‘merchant’にほかならないのである。リヨンは，周知のように，世
界中の観光客にとって，「美食の街」であり，この Rue Mercière には，実際，数多くの“Buchon”
が 建 ち 並 ん で お り，‘un alignement de restaurants et de bistrots avec terrasses accueillant de 
nombreux Touristes’そのものである。しかもなお，それは，もともと，「小間物屋通り」であり，
「呉服屋通り」だったのである。そして，この「呉服屋通り」の中程からソーヌ川の岸辺へと向か
って派生している Allée Marchande こそは，文字通り，《あきんど



























































ンス活動を組織した人である。Pierre Péan, V ies et morts de Jean Moulin（1997, FAYARD）を参照。
＊＊＊　　　　 私は，Musee de L’Imprimerie et de La Banque の刊行による Descriptive Guide to the Printing and 
Banking Musenm（2003年）に依拠している。その内容は，（1）The Bank（2）The Machines（3）
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，および，東へのミち




















































































































































































































































































覚三，1868―1936年）は，『茶の本』（周知のように，もともと，The Book of TEA by Okakura-
Kâkuzo, 1906, New York, Fox Duffield & Co. として刊行され，村岡　博訳の日本語版は，1929年，
岩波書店より出版されている）のなかで，次のように言うのであった。
　One of the greatest schools of painting owes its origin to the tea-master Honnami-Koetsu, famed 
also as lacquer artist and potter. Beside his works, the splendid creation of his grandson, Koho, and 
of his grand-nephews, Korin and Kenzan, almost fall into the shade. The whole Korin school, as it is 
generally designated, is an expression of Teaism. In the broad lines of this school we seen to find 
the vitality of nature herselr.
＊＊＊＊＊＊＊＊































































　私たちは，今，光悦の《コミュニケーション行為》の過程における“the vitality of nature 
herself”（岡倉天心）のありよう






























































































　‘Lors que, souef, plus il me baiserait,
　　Et mon esprit sur ses levres fuiroit,
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然の諸力の賛美




































































＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　　 François Rabelais, Le Quart Livre des faicts et dicts heroïques du bon 
Pantagruel，（1552, Paris, Michel Fezandat），渡辺一夫訳，『ガルガンチュ
ワとパンタグリュエル，第四之書，パンタグリュエル物語』（1974年，岩波
書店），110-5頁。また，386頁の註112-6を参照。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　 饗庭孝男，朝比奈　誼，加藤民男編『新版フランス文学史』（1992年，白水
社），318頁。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　 日蓮「崇崚天皇御書」（遺文目次番号，262，1277年）， 兜
かぶと
木正享校注『日
蓮文
ぶん
集
しゅう
』（1968年，岩波書店），106-7頁。
